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    ◎開会の宣告 

〇議長（村田定人君） ただいまから令和５年第４回羽幌町議会定例会を開会します。 

 

（午前１０時００分） 

 

    ◎町長挨拶 

〇議長（村田定人君） 町長から議会招集挨拶の申出がありますので、これを許します。 

 町長、森淳君。 

〇町長（森  淳君） 令和５年第４回羽幌町議会定例会の招集に当たりまして、議員

の皆様には何かとご多忙のところご出席を賜り、厚くお礼を申し上げます。 

 本定例会に提案いたしております案件は、報告６件、議案として条例１件、辺地計画

の変更１件、補正予算案２件、同意として農業委員会委員の任命１件、諮問として人権

擁護委員の推薦１件、計１２件であります。よろしくご審議賜りますようお願い申し上

げまして、招集の挨拶といたします。 

 ここで定例会の貴重なお時間をいただき、就任のご挨拶と町政運営に対する所信を述

べさせていただきたいと思います。 

 初めに、先月厳粛に執り行われた駒井前町長のお別れの会は、実行委員長の鈴木副町

長並びに副実行委員長を務められました村田議長をはじめ実行委員の議員各位、また顧

問、相談役を担っていただきました北海道知事をはじめ国会議員、道議会議員並びに各

関係機関の方々、町内外からお越しになられた多くの参列者の心が籠もった弔意に対し、

この場を借りてお礼を申し上げる次第でございます。 

 さて、私は昨年１１月の町長選挙におきまして、高齢を主な理由として出馬いたしま

せんでした。今回突然の町長不在という緊急事態において、多くの方々から熱心な出馬

要請を受けました。中でも９０代後半の町民の方から突然の訪問を受け、羽幌のこれか

らを託すのはあなたしかいない、さらに自分の全てをかけて羽幌町のために頑張っても

らいたいと強く背中を押され、私よりはるかに高齢の方が町の未来を真剣に考えている

ことに感銘を受けたものでもあり、熟慮の末町政を担うには遅くないと考え直し、決断

に至ったところであります。告示日に町内をくまなく遊説した際に町民の皆様から受け

ている期待の大きさを改めて感じ、託された思いを実現するために町政の運営に心血を

注ぐ決意を新たにしたところであります。 

 ５月２９日の初登庁以降、国の各関係機関や道庁をはじめとする北海道の各機関、こ

れからも密接な関係を築いていかなければならない管内の市町村や町内外の各関係機関

への就任のご挨拶に伺わせていただきましたが、まだ伺えていない機関に対しましてこ

の場を借りておわびを申し上げるとともに、今後の町政運営に対しましてご協力をお願

い申し上げる次第であります。 

 そのような中、並行して役場内の各課から懸案事項を中心に状況説明を受けてまいり
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ました。天売複合施設の建設や焼尻小中学校の整備など、喫緊の課題をはじめ多くの課

題が山積しており、リーダーシップを発揮しながらスピード感を持った執行が問われて

いるものと改めて実感しているところであります。そのような中でも行政に求められて

いるものを的確に把握し、一つ一つの課題に取り組んでいかなければならないと思って

いるところであります。 

 私の町政に対する姿勢としましては、各事業の見直しや国・道の支援制度の有効活用

を図りながら財源の確保に努めること、医療、福祉、教育政策の実現、充実に努め皆様

にとって住みやすい町にすること、地域産業の活性化と活力ある地域づくりに努めるこ

と、本町の振興のみならず加えて留萌管内の市町村と連携し、地域全体を発展させるこ

とを基本とし、常にここにおられる議員各位をはじめ関係機関、そして何よりも町民の

皆様との対話による心が通うまちづくりを念頭に置きながら、本年度につきましては予

算の確実な執行と並行しながら次年度に向け、具体的な政策立案に取り組んでまいりま

す。 

 その具体的な政策として、１つ目にふるさと納税の拡充であります。本町は海産物や

農産物に恵まれており、海産では特産の甘エビに加えホタテなども推進していき、農産

では道内トップクラスの品質を誇る米をＰＲしたいと考えております。長期的には商品

開発の設備投資など大きな課題がありますが、需要のピークである１２月に向けウェブ

広告などの対策を講じ、またより効果的な対策も検討しながら大幅な寄附額増加に向け

て取り組んでまいりますので、町内の地場産品を取り扱っている事業者の皆様のご協力

もお願いいたします。 

 ２つ目に、地域交通の充実であります。まず、８０歳以上の高齢者を対象に年１２回

のハイヤー乗車券を交付している福祉ハイヤーにつきましては、高齢者がいつまでも元

気に暮らせるようより一層の外出機会を促進するため交付枚数を増やすことなど、見直

す方向で担当課と調整を進めてまいります。次に、ほっと号の運行につきましては、一

層の利用促進を図るため町民皆様のニーズを把握するなどし、停留所や運行ダイヤ等の

見直しを検討いたします。 

 ３つ目に、住宅改修促進助成制度の再開であります。この制度は平成２２年度から９

年間にわたり町内の住宅改修を促進し、快適で良好な住環境の整備や町並み、景観の向

上のほか町内建設業の振興等を目的として実施していましたが、制度の廃止以降町民の

皆様をはじめ多方面から事業の再開を求める声が上がっていたところであります。また、

リフォームを行うことで持家の価値が高まり、将来における空き家対策としての観点か

らも私は今事業を再開することが最善であると考えており、町全体の経済の活性化や町

民の皆様への波及効果が期待できるものと考えております。 

 ４つ目に、市街地中心部にある空きビルについて解体に向けた調査を開始することで

あります。このことは容易に解決できる問題ではないものと認識しておりますが、小学

校にも近く、このまま放置しておくことはお子様をはじめ町民皆様の安全面からも好ま
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しくないものと考えております。今後は補助金の有効活用などを含め調査を実施し、本

任期中に一定のめどをつけたいと考えているところでもあります。なお、仮に町が空き

ビルを解体することとなった場合におきましても、ほかの不要となった建物の放置につ

いて容認するということはございませんので、ご理解願います。 

 ５つ目に、国でも検討を進めており、全国的にも実施する自治体が増えている学校給

食費の無償化であります。本町におきましても少子高齢化対策、子育て世代の負担軽減

対策として物価が高騰している今、必要な施策と考えております。最終的には全面無償

化を視野に、当初は多子世帯の子育てに対する負担軽減を図るものとして対象者を２子

以降の児童・生徒とするなど段階的な実施も検討しながら、令和６年からの開始に向け

て取り組んでまいります。本町の若い夫婦世帯が子供を産み、育てていくための支援を

し、またその子供たちにとっても未来に希望の持てるまちづくりを目指してまいりたい

と考えております。 

 ６つ目に、自治体、産業、教育、福祉など各分野での情報通信技術、ＩＣＴ化による

地域活性化であります。先般、初登庁の日の職員に対する訓示においても述べましたが、

これは各分野における政策事業等のＩＣＴ化が目的ではなく、政策事業等を実施するた

めの手段としてＩＣＴが有効とされるものは積極的に取り入れることによって地域の活

性化につながればと考えているところであります。 

 最後に、町民の皆様が安心して暮らしていくために必要不可欠な道立病院におきまし

て、医療従事者の確保、充実を図るため、医師研究資金等貸与制度や助産師、看護師修

学資金貸付制度などを継続するとともに、北海道及び関係機関に対する要望も継続して

まいります。赴任されている先生方をはじめ、従事されているスタッフの皆様が地域に

親しみ、長期にわたって働き続けていただけるよう親しみやすく、魅力ある地域づくり

を目指してまいります。また、今後においても留萌圏域の２次救急医療体制を確保して

いく必要があるため、引き続き圏域市町村と緊密に連携してまいりたいと思っておりま

す。 

 以上、町長就任に当たり所信の一端を申し上げました。 

 私は、平成７年に町議会議員として当選して以来３０年近く行政に関わってまいりま

した。これからも議員各位をはじめ、関係機関や町民の皆様との対話を重視することを

忘れることなく、一歩ずつ前進してまいります。そして、高齢の方、働いている現役世

代の方、将来を担うお子様方、全ての町民の皆様にとって我が町が未来に希望の持てる

町となることを目標に全力で取り組んでまいります。議員各位をはじめ関係機関の方々、

町民の皆様のご協力を心からお願い申し上げ、所信表明とさせていただきます。 

 ご清聴ありがとうございました。 

 

    ◎開議の宣告 

〇議長（村田定人君） これから本日の会議を開きます。 
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    ◎議席の指定 

〇議長（村田定人君） 日程第１、議席の指定を議題とします。 

 今回当選されました金木直文君の議席を会議規則第４条第２項の規定により２番に指

定します。 

 

    ◎会議録署名議員の指名 

〇議長（村田定人君） 日程第２、会議録署名議員の指名を行います。 

 会議録署名議員は、会議規則第１２５条の規定によって、 

   １番 佐 藤   満 君    ２番 金 木 直 文 君 

を指名します。 

 

    ◎会期の決定 

〇議長（村田定人君） 日程第３、会期の決定を議題とします。 

 ６月１６日、議会運営委員会を開催しておりますので、委員長から報告を求めます。 

 議会運営委員会委員長、磯野直君。 

〇議会運営委員会委員長（磯野 直君） 報告します。 

 ６月１６日、議会運営委員会を開催し、今定例会の運営について慎重に協議をした結

果、次のとおりであります。 

 今定例会における提出案件は、報告６件、議案４件、同意１件、諮問１件、発議２件、

意見案１件、都合１５件、加えて一般質問４名４件となっております。議会運営委員会

では、これらの案件を勘案の上、今定例会の会期は本日から２３日までの２日間と決定

いたしました。 

 次に、審議予定について申し上げます。本日は、この後諸般の報告の後、一般質問を

もって終了といたします。明２３日は、報告、一般議案、補正予算、発議、意見案につ

いて審議いたします。 

 議会運営委員会では、本日程の中で議事運営が敏速に進行されますよう、議員各位の

特段のご協力をお願い申し上げます。 

 以上です。 

〇議長（村田定人君） お諮りします。 

 本定例会の会期は、議会運営委員会委員長の報告のとおり本日から６月２３日までの

２日間にしたいと思います。これに異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（村田定人君） 異議なしと認めます。 

 したがって、会期は本日から６月２３日までの２日間と決定しました。 
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    ◎諸般の報告 

〇議長（村田定人君） 日程第４、諸般の報告を行います。 

 本日の欠席並びに遅刻届出はありません。 

 会議規則第２１条の規定により、本日の議事日程表は配付いたしましたので、ご了承

願います。 

 次に、地方自治法第１２１条の規定により、本定例会に説明員として出席通知のあり

ました者の職、氏名を一覧表として配付してありますので、ご了承願います。 

 次に、閉会中の議員の異動について報告いたします。今回当選されました２番、金木

直文君であります。したがいまして、５月１６日以降の議員数は、定数どおり１１名と

なっております。 

 次に、閉会中の議員の異動に伴い、欠員となっていた各委員会の委員について地方自

治法第１０９条第９項及び委員会条例第５条第４項の規定により議長において補欠委員

を選任いたしましたので、報告いたします。総務産業常任委員会委員及び議会運営委員

会委員に２番、金木直文君を選任することといたしました。 

 次に、監査委員から令和４年度２月分から５月分まで及び令和５年度４月分から５月

分までの例月出納検査結果の報告がありましたので、報告します。ご了承願います。 

 次に、議員の出張報告を配付しましたので、ご了承願います。 

 次に、総務産業常任委員会から閉会中の継続調査とした所管事務につきまして委員長

より調査の結果を報告します。 

 総務産業常任委員会委員長、小寺光一君。 

〇総務産業常任委員会委員長（小寺光一君） 

令和 ５年 ６月２２日  

 羽幌町議会議長 村 田 定 人 様 

総務産業常任委員会      

委員長 小 寺 光 一    

   所管事務調査報告 

 本委員会は、調査中の案件について下記のとおり調査を終了したので報告します。 

記 

所管事務調査事項 

 令和 ５年 ６月 ６日 

  （１）焼尻めん羊牧場の運営について 

  （２）辺地に係る公共的施設の総合整備計画について 

  以上、総務産業常任委員会の所管事務報告といたします。 

 なお、羽幌町議会会議規則第７７条の規定による委員会報告書については、羽幌町議

会委員会条例第２５条に規定する記録を別途作成し納め、これに代えることとします。 

〇議長（村田定人君） これで諸般の報告を終わります。 
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    ◎一般質問 

〇議長（村田定人君） 日程第５、一般質問を行います。 

 発言は通告順に許します。 

 順序は次のとおりです。３番、阿部和也君、１番、佐藤満君、９番、工藤正幸君、２

番、金木直文君、以上４名であります。 

 最初に、３番、阿部和也君。 

〇３番（阿部和也君） 私からは、町長選挙での公約と関連する商工業振興策について

質問します。 

 駒井久晃前町長の逝去に伴う町長選挙が５月２３日に告示され、森町長は未来に希望

が持てるまちづくりを掲げ当選されました。主な公約として、財源確保に向けたふるさ

と納税の拡充、地域交通の充実、旧宮坂デパート解体に向けた調査、リフォーム補助事

業の再開、学校給食費の無償化など、多くの町民が公約の実現に期待していることと考

えます。しかし、その一方で近年の人口減少に伴う労働力不足やコロナ禍による企業の

疲弊など様々な課題があると考えられ、公約の実現に向けては特に商工業の振興が必要

だと考えます。 

 そこで、町長選挙での公約と公約実現につながると考えられる商工業振興策について

町長の考えを伺います。 

 １、ふるさと納税の目標とする寄附額と新たなＰＲ方法等は考えているのか。また、

拡充するに当たり現時点での課題は何か。 

 ２、ほっと号、福祉ハイヤー事業の見直し、拡充について現時点での考え方と今後高

齢者支援として新たな地域交通等に取り組む考えはあるのか。 

 ３、旧宮坂デパート解体に向けての調査開始時期と解体後の土地の有効活用について、

現時点での考えは。 

 ４、リフォーム補助事業については再開するとの考えだが、事業再開の時期と事業内

容について変更等はあるのか。 

 ５、商工業者からは利子補給率上乗せ分１％への見直しを以前から求められているが、

商工業者からの要望に対して現時点での町長の考えは。 

 ６、商工業振興策として現在も実施されている新規創業者支援や後継者対策、また雇

用促進助成制度等の見直し、拡充などは人口減少対策や労働力の確保となり、町長が掲

げた選挙公約の実現にもつながると思うが、これに対しての町長の考えは。 

 以上です。 

〇議長（村田定人君） 町長、森淳君。 

〇町長（森  淳君） 阿部議員の質問にお答えいたします。 

 １点目のふるさと納税についてでありますが、本年度当初予算において目標とする寄

附額を１億５，０００万円としておりましたが、今回さらに１，０００万円を上乗せし、
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前年度の１２０％に当たる１億６，０００万円に修正したいと考えており、それに向け

て新たなＰＲ方法としてターゲットを絞った対象者にウェブ広告を需要のピークとなる

１２月に向けて配信してまいりたいと考えているところであります。 

 拡充するに当たって現時点での課題は、目標の寄附額に達しなければ国が定めている

寄附額の５０％以内に募集経費を収められなくなることと捉えており、また中長期的に

は本事業に必要不可欠であります返礼品を取り扱う事業者の労働力確保や商品開発への

設備投資など大きな課題もあると考えております。本町は甘エビなど海産物や町内で製

造しているアイスクリームなどに加え、ホタテや品質のよいお米など魅力ある特産品は

まだまだあり、これらのＰＲを強化していくとともに効果的な対策を検討し、事業者各

位の協力を得ながら寄附を伸ばしていけるよう取り組んでまいる所存であります。 

 ２点目のほっと号、福祉ハイヤー事業の見直し、拡充についてでありますが、ほっと

号につきましては平成１５年度より運行を開始し、利用者数は近年増加傾向が続いてお

ります。しかし、停留所の増設について多くの方からご意見をいただいておりますこと

から、運行内容の見直しについて検討する必要があると考えております。福祉ハイヤー

につきましては、高齢者が元気で暮らせるようより一層の外出機会を促進するため、現

状の交付枚数を増やすなど制度の見直しの検討を進めてまいりたいと考えております。 

 また、今後の高齢者支援としての新たな地域交通等への取組についてでありますが、

現時点では町内の民間事業者による交通手段を有効に活用していただきたいと考えてお

り、町において既に取り組んでいる事業につきましては、関係各課とも十分協議しなが

ら一層の利用促進に向けて取り組んでまいりたいと考えております。 

 ３点目の旧商業施設の解体に向けた調査開始時期と解体後の有効活用についてであり

ますが、本件につきましては容易に解決できる問題ではないものと考えておりますが、

まずは建物に対する認識を共有した上で事業費を把握するほか、補助制度の調査や先行

事例等に関する情報を収集するなどし、現任期中に一定のめどをつけたいと考えており

ます。また、解体後の有効活用につきましては、先ほど申し上げました補助制度の調査

等を当面は優先的に進め、調査の結果に応じ検討してまいりたいと考えております。 

 ４点目のリフォーム補助事業の再開についてでありますが、本事業は過去において９

年間にわたり町内の住宅改修を促進し、快適で良好な住環境の整備や町内建設業の振興

等を目的として実施しておりました。事業の廃止以降、町民の皆様をはじめ多方面から

再開を求める声が上がっていたことや、リフォームを行うことで持家の価値が高まり、

将来における空き家対策としての観点からも私は今事業を再開することが最善であると

考えております。このことから、今後はこれまでの課題等について検証した上で再開時

期や補助内容を含め総合的に検討してまいりたいと考えております。 

 ５点目の利子補給率上乗せ分１％への見直しについてでありますが、現状町条例に基

づき利子補給を行っているのは４５件、令和５年度の金額は１４７万円ほどを予定して

おります。また、過去３年間の新規の件数ですが、令和２年度が２件、令和３年度が３
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件、令和４年度が１９件となっており、今年度は現在まで１件の新規の申込みを受けて

いるところであります。ご質問の１％の上乗せでありますが、平成２１年度から平成２

３年度までの３年間、さらに延長して平成２４年度から平成２６年度までの３年間１％

を上乗せして補給しておりましたが、時限での特例でありましたので、平成２６年度限

りで本則に戻し、平成２７年度から現在までの本則での補給を継続しております。この

利子補給の見直しにつきましては、以前から要望があった点及びコロナ関連融資の返済

もスタートするタイミングになることが予想されますことから、商工業の活性化に資す

るため来年度に向けて利率等も含め制度面の検討をしてまいりたいと考えているところ

であります。 

 ６点目の新規創業者支援や後継者対策、雇用促進助成制度の見直しについてでありま

すが、現状新規創業に対する補助につきましては、創業に係る利息補助２件、店舗に係

る家賃補助１件をそれぞれ行っております。また、雇用促進助成制度に基づく補助件数

は現在１７名に対し補助しており、今年度は１名の申請があり、金額的には今年度は７

３０万円程度を予定しております。後継者対策につきましては、なかなか一朝一夕に解

決への施策を見いだすのは難しいところではありますが、ご質問にあった制度等と連携

して後継者の対策に結びつくようなことも考えられますので、現行制度を活用しつつ様

々なニーズに対応できる制度に向けて検討してまいりたいと考えております。 

 以上、阿部議員の答弁とさせていただきます。 

〇議長（村田定人君） 暫時休憩します。 

 

休憩 午前１０時３２分 

再開 午前１０時３５分 

 

〇議長（村田定人君） 休憩前に引き続き会議を開会します。 

 これより質問、答弁の時間は４５分以内となります。 

 ３番、阿部和也君。 

〇３番（阿部和也君） それでは、いただきました答弁に沿って再度質問をさせていた

だきます。 

 森町長におかれましては、最初の質問でも触れましたように公約の実現については多

くの町民の方も期待していると思いますので、公約実現についての考え方、そして進め

方について今回質問をしました。また、私も４月の町議選を経て再度この場に立たせて

いただきましたので、応援していただいた皆様に感謝の思いを込めて選挙期間中に訴え

た商工振興策について質問をさせていただきました。 

 それでは、いただいた答弁に沿って再質問に入りたいと思います。まず、１点目のふ

るさと納税の拡充についてですが、目標とする寄附額について質問しました。過去のふ

るさと納税の寄附額の最高額、まず確認として教えていただきたいと思います。 
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〇議長（村田定人君） 地域振興課長、清水聡志君。 

〇地域振興課長（清水聡志君） お答えいたします。 

 過去の最高額としましては、令和２年度の１億４，９９３万４，０００円ということ

になっております。 

〇議長（村田定人君） ３番、阿部和也君。 

〇３番（阿部和也君） 令和２年度の１億５，０００万ちょっとを切ったところですけ

れども、この数字をベースにこの後質問を続けたいと思いますが、まず新たなＰＲ方法

について質問します。 

 ウェブ広告を１２月に向けて配信したいとの答弁でしたが、これについて職員のほう

で作っていくのか、企業に委託して行うのか、また取り組むことによって新たな経費が

かかるであったり、経費がかかるとしたならどのくらいになるのかお聞きしたいと思い

ます。 

〇議長（村田定人君） 地域振興課長、清水聡志君。 

〇地域振興課長（清水聡志君） お答えいたします。 

 これは今新たにウェブ広告ということで、事務段階では委託の方向で考えております。

実質的には１２０万円ほど考えておりますが、そのことによりまして年度当初よりも１，

０００万歳入を多く見込むということでありますので、それに連動しまして３０％の返

礼品ルールですとか、５０％のいわゆる総務省で定めるルール分の経費が余計にかかっ

てきますので、総額では大体１，６００万ほどの増額になるかなというふうに見込んで

おります。 

〇議長（村田定人君） ３番、阿部和也君。 

〇３番（阿部和也君） 今課長のほうからもウェブ広告については委託をしていくとい

うことで、そちらは総務省のほうのルールもありますので、何とか５０％を超えないよ

うにという、そこはいろいろとニュース等でも出ていましたので、気をつけながらやっ

ていただきたいと思います。 

 課題として、いただいた答弁の中では事業者の労働力の確保と商品開発への設備投資

について答弁いただいていますが、これについては５点目、６点目のほうで聞いていき

たいと思います。自分が考える課題についてお聞きしますが、拡充するに当たっては事

業者の課題だけではなく、今のウェブ広告については業者に委託するということですけ

れども、担当課の負担も増えてくるのかなとも正直思っています。 

 そこで町長にお聞きしますが、今は担当が外に出てのＰＲであったり、また返礼品取

扱いの事業者とのやり取りであったり、かなり忙しくされているのかなと思いますが、

例えば担当する職員を増やすであったり、ふるさと納税専門の地域おこし協力隊を採用

するであったり、何かこの拡充するに当たって事業者だけではなく職員にも係る負担軽

減についてもやはり考えていかなければならないのかなと思いますが、これについて町

長の考えをお聞きしたいと思います。 
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〇議長（村田定人君） 町長、森淳君。 

〇町長（森  淳君） 私がふるさと納税の拡充を上げた点につきまして、基本的に羽

幌におけるその産物を考えたときに、決してこの金額でとどまる魅力のない商品ではな

いなという認識がもともとありました。議員時代に北竜町とか、そういうところを回っ

てきましたけれども、北竜町では米だけで５億円、それからかつて行かなかったですけ

れども、米だけで５億円だった当別町が今十数億円、白糠町というのが今全道ベスト３

ですけれども、そこも羽幌とイクラとか、そういう部分が全く共通していまして、カニ

の部分と牛肉の部分を加えて１００億を超えているという現状でありますので、決して

やり方によってはここで書いている１億６，０００万を大幅に超えることも可能ではな

いのではないかということが前提にあります。 

 その上で今の質問に関してですけれども、１つは今いろんなご提案がありましたので、

それはそれとして各課とも検討の課題に上げておきたいと思いますが、まずは第一にど

こがよそと違うのかということを自らやっぱり知る必要があると思っていますので、１

点目としては先進地視察を通り一遍ではなくて具体的な中身を話していただけるような

条件も含めて早速出張するように予定を組んでおります。 

 そのほか、カニ等もどうも条件が変わっているようで、かつて一旦諦めた天塩町は本

年度カニを中心に、過去数年前に２か月で２億円集めたことがありました。それをやめ

た瞬間から今は羽幌町の半分以下になっておりますが、今年はカニを取り扱うようにし

て年間目標額５億ということで新町長が伝えておりますので、我々もそういうことを見

直ししながらもっと大きなものができると思いますので、２回ほどこのことについて担

当課と話合いをしましたけれども、これからも話合いを続け、かつスピーディーに先ほ

ど答弁書にもありました１２月に向けていろんな手を打っていきたいと思いますので、

ご理解よろしくお願いいたします。 

〇議長（村田定人君） ３番、阿部和也君。 

〇３番（阿部和也君） 町長のほうからも担当、先進地のほうへの出張をすることによ

ってどういった取組をしているかということも調べられるのかなとも思いますが、やる

に当たってどうしても人が必要なところとかも出てくると思いますので、そういった部

分も本当に少ない人員の中でも多くの寄附額をもらっている自治体もあるかと思います

ので、ぜひともそういったところも参考にしていただきながら取り組んでいただきたい

と思います。 

 次で１点目の最後にしますけれども、町長にお聞きしますが、今北竜で米だけでも５

億で、白糠、イクラ、カニ、イクラなんかは羽幌も同じように取り扱っていて、そこで

１００億、天塩のほうもいっとき本当にすごく、２億、３億といったときがありました

けれども、今最初に答弁いただいた中では目標額、今年度に限っては１億６，０００万

というところを目標にしたいという答弁でしたが、次年度以降町長が、羽幌町もいろい

ろ課題が山積していますので、当然そこに充てる財源としてはやはりふるさと納税をど
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んどん、どんどんと寄附額を増やしていく必要があると思いますので、まずこれについ

て現時点で最高でこのぐらいに持っていきたいのだという町長のお考えをお聞きしたい

と思います。 

〇議長（村田定人君） 町長、森淳君。 

〇町長（森  淳君） 担当課と先ほど２回ほど具体的な打合せしたときに、全道有数

の地を目指そうではないかというのは実は担当課のほうから言われまして、少しこの議

会に答弁書に書くのはちょっと自信ないなということで削らせてもらいました。意気込

みは私も同様でありまして、全道有数の寄附額になれるだけのポテンシャルを羽幌の産

物は持っていると思いますので、ただ製造するキャパだとか、いろんな課題が同時にあ

ります。ここに書いたとおり、事業者の労働力確保や商品開発の設備投資、そういうこ

とも、これは一長一短で例えば今、来年度予算つけてすぐできるかということにもなら

ないかもしれませんので、少しずつ上っていく部分と一気に上昇できるような工夫を短

期間ではありますけれども、特に今年度は１億６，０００万、できればもっとと思って

おります。来年以降は倍増するような形で新年度予算に必要な予算を組み込んでいきた

いと思いますので、ご理解願いたいと思います。 

〇議長（村田定人君） ３番、阿部和也君。 

〇３番（阿部和也君） 担当課との町長とのやり取りで全道有数の寄附額集められたら

ということで、そのぐらい意気込みがあるのだなという思いも伝わっていますし、近い

ところでいくと留萌市でいったら７億で、古くからふるさと納税に取り組んで実績を残

しています増毛町は今ちょっと５億ですけれども、やはりほかの自治体も本当に競争が

もうすごく激しくなってきていますので、まず管内で一番多くもらえる自治体にぜひと

もなっていただきたいと思いまして、この１点目の質問を終了して次の２点目のほうに

移りたいと思います。 

 ２点目のほう答弁いただきまして、ほっと号については昨年度に運行時刻の見直しも

していますし、停留所の増設についても検討する必要があるとのことですので、ぜひ利

用する方々に喜んでいただけるような内容にしていただきたいと思います。 

 福祉ハイヤーについて少し質問しますが、いただいた答弁では現状の交付枚数を増や

すなど制度の見直しの検討を進めるとのことでしたが、交付枚数だけの見直しなのか、

対象となる、現在８０歳以上ですけれども、その年齢の引下げであったり、町長も議員

時代おっしゃっていました要介護認定を受けている８０歳以下の方も含めて今後検討し

ていくのか、町長の考えをお聞きしたいと思います。 

〇議長（村田定人君） 町長、森淳君。 

〇町長（森  淳君） などでくくってしまいまして、ちょっと言葉足らずで申し訳あ

りません。当然これも交付枚数を増やすなどでありますので、交付枚数自体を増やすこ

とも最終決定したわけではありません。様々な事業予算の制約がある中で、これもやっ

ぱり私の目玉政策として実現させていきたいと思っております。議員ご指摘の、いわゆ
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る介護認定の方、つまり年齢制限のある程度条件緩和みたいなことも重要な課題だと思

っております。その他担当課とお話ししても、これまで手をつけなかった部分に対して

聖域を設けることなく一から来年度予算に向けていきたいと思いますので、議会のほう

からも委員会等でいろんなご意見あればまた伺う機会をつくりたいと思いますので、よ

ろしくお願いいたします。 

〇議長（村田定人君） ３番、阿部和也君。 

〇３番（阿部和也君） 福祉ハイヤーについては本当に隣、苫前町でもやっていまして、

どうしても比較されるところはこれまであったと思いますので、羽幌独自のやり方であ

りながらもやはり高齢者の方に喜んでもらえる、また幅広く使ってもらえるような、ぜ

ひとも制度にしていただきたいと思います。 

 次に、新たな地域交通等への取組について質問したいと思いますが、いただいた答弁

については理解していますが、今すぐの課題ではないかもしれませんが、バスであった

り、ハイヤーの運転手の確保についても本当に事業者さんも苦労されているとお聞きし

ています。今すぐ取り組まなくても本当に将来の課題解決として、例えば以前からも議

会の中でも話がありましたデマンドタクシーであったり、これも町長と一緒に視察行き

ましたけれども、上士幌町では自動運転バスの定期運行、これはたしか２月いっぱいで

やめるところ、好評だから３月以降もということで取り組んでいますので、今後本当に

羽幌町も人口がどんどん減ってくる中で何かできることというものを今すぐではないで

すけれども、やはり調査していくべきではないのかなとも思いますが、これについて町

長の考えを伺いたいと思います。 

〇議長（村田定人君） 町長、森淳君。 

〇町長（森  淳君） ここの答弁で現時点で町内の民間事業者による交通手段を有効

に活用して、こういう表現をさせていただきましたが、質問の趣旨とかけ離れておりま

すので触れなかったのですが、私としては今のその町内の民間事業者による事業継続、

拡大というものに対して大きな課題があるというふうに思っております。 

 少し新米ですので、質問に対してちょっとずれたようなお答えになるかもしれません

けれども、例えば今タクシーが早い時間で終了することによって飲食店への影響必ず出

ておりますので、まずは地域民間事業者をどう育てて守っていく、表現が的確かどうか

分かりませんけれども、そういうことを第一優先課題にしたいということがありました

ので、この場に置いている新規事業というものは、それはある程度めどがついた段階で

検討に入りたいということを思っておりまして、こういう答弁書になったことをご理解

願いたいと思います。 

〇議長（村田定人君） ３番、阿部和也君。 

〇３番（阿部和也君） 分かりました。自分ももうちょっと詳しく最初の質問で書いて

いればよかったのかもしれませんけれども、またこれについては商工業においても労働

力不足という部分もありますし、今町長がおっしゃったようにまずは民間の事業者をど
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う維持していくのかという部分も本当に重要にはなってきますので、これは改めてまた

別の機会で質問させていただければなと思います。 

 次に、３点目に移りますけれども、いただいた答弁については理解をしました。事業

費や補助制度、先行事例などの情報収集、これについて途中経過等を議会に報告できる

タイミングになったら教えていただきたいと思います。 

 そこで、この旧宮坂ビルの解体について１点だけ質問したいと思いますが、解体後の

土地の有効活用についても質問しました。これについては本当に解体後の話になると思

いますので、例えば解体して更地になった土地の部分の購入だとかも今後の調査してい

く段階でいろいろと検討していくのか、いろいろな調査をしていくのか、かなり先の話

になりますけれども、現時点でお答えできる範囲で答弁いただきたいと思います。 

〇議長（村田定人君） 町長、森淳君。 

〇町長（森  淳君） 過去に、これは議会主導でしたけれども、宮坂解体における補

助金を探しまして、細かいことは抜きますけれども、３点ほどいろんな条件付の補助金、

交付金があったことを記憶しております。その上で、今回改めて再スタートしたいと思

っている中で解体のみの補助制度はないのかということをまず前提にしたいと思います。

その上で、前回同様跡地利用が最低の条件になっていたり、セットになっているものに

関しては、まず条件、補助率等を当然最優先課題にしますが、その内容が羽幌町にとっ

て本当に必要があるかどうかということがやっぱりポイントになると思っております。

幾ら補助制度があるからといっても、現状羽幌に緊急性がなく、必要がないとは申しま

せんけれども、急ぐものでなければ、それは必ずしも限られた予算の中でその補助金を

使うということにもなりません。いずれにいたしましても、まだスタートしておりませ

んので、これから新年度から予算をつけてスタートいたします。議会のほうにも、先ほ

どある程度まとまったらというよりは、できるタイミングに早め早めに報告をして皆様

の意見を聞きながら歩んでいきたいと思いますので、その時点をちょっとお待ちいただ

きたいなと思いますので、よろしくお願いいたします。 

〇議長（村田定人君） ３番、阿部和也君。 

〇３番（阿部和也君） 次年度からそういったいろいろと動きが出てくるのかなとも思

いますので、最初の答弁でもいただいたとおり本当に簡単に解決できる部分ではないと

は思っていますので、当然今町長の答弁のあったとおりなのですけれども、またそれを

することによっていろいろと町民の方々も古いから、危ないから解体というのもありま

すけれども、やはりそこの、どのぐらいの額がかかって、それがどの程度やることによ

って町の財政に影響を及ぼすかという部分も出てきますので、その辺は先ほど答弁あり

ましたように分かり次第ぜひとも議会のほうにも教えていただきたいと思います。 

 ３点目はこれで終わりまして、次に４点目のリフォーム補助事業の再開について質問

しますが、これについては答弁にもありましたように以前から事業再開の要望もありま

したし、町長選の前に森町長、町長選の前ですのでそのときは候補予定者でしたけれど
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も、公約が新聞等で掲載されたときには自分のところに、建築業者さんも本当に再開し

てくれるのだというような感じで話をしに来た方もいました。今後は答弁にありますよ

うに、課題等について検証した上で再開時期や補助内容を含め総合的に検討するとのこ

とですが、町長にお聞きしますけれども、事業を再開することが最善との答弁いただき

ましたので、今年度についてはもちろん無理だとは私自身も思っていますけれども、や

はりこういった補助制度というものは次年度の仕事にも当然関わってきますので、ぜひ

とも次年度からリフォーム補助事業を再開するという考えでいるのか、この辺まず現時

点の町長の考えをお聞きしたいと思います。 

〇議長（村田定人君） 町長、森淳君。 

〇町長（森  淳君） 先ほどの所信表明の中で、対話を重視したいということを再三

述べさせていただきました。その中には、やはり優先順位はつけませんけれども、町民

の代表である議会との対話を充実させたいという思いがあります。その観点から、これ

に関しては新年度予算ということでありますけれども、では新年度予算から要綱を決め

て、それから募集期限を決めてということであれば、実際の需要とかけ離れるのではな

いかなという思いがあります。担当委員会はこちらの条件がある程度まとまった段階で

開いていただきまして、その中で意見交換をしながらある程度のめどをつけたら、その

中でもちろんご理解をいただいたらという言い方が正しいのかもしれませんけれども、

一定の、あくまでも３月議会で予算を要求されなければ正式なものとしては発表できま

せんけれども、やるのだということもそうですし、こういう中身でいきそうだよという

ようなことも決して問題あるとは思いませんので、時期とのタイミングからすると。そ

の辺は議会と相談しながら、できるだけ新年度に向けて町民の方が準備ができるような

タイムスケジュールを意識しながら相談していきたいと思いますので、どうぞよろしく

お願いいたします。 

〇議長（村田定人君） ３番、阿部和也君。 

〇３番（阿部和也君） 期待している方も大勢いますので、新年度からやっていただき

たいと思いますし、町長の答弁にありましたように内容の部分いろいろと決まったら、

ぜひとも議会のほうにも説明をしていただきたいと思います。 

 次に、５点目、６点目のほうに移りますけれども、なぜ町長のその公約と商工業振興

について質問したかといいますと、１点目のふるさと納税について質問しましたが、答

弁にもありましたように課題として考えられる設備投資、これについては利子補給とい

った面で事業者を支援できるのではないかと考え、質問しました。答弁では商工業の活

性化に資するため、来年度に向けて利率等も含め制度面等の検討をしていきたいと考え

ているとのことですので、ぜひ次年度、商工業者に対して利子補給率上乗せ分１％に見

直しするといった報告をできることを期待してこの５点目は終わりまして、６点目のほ

うに移りたいと思います。 

 ６点目についても、１点目のふるさと納税の拡充するに当たっての課題として、その
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労働力の確保について答弁がありました。既存のその制度の見直し、拡充によって１点

目の課題を解決できるのではないかと思い、この６点目も質問しました。新規創業者支

援と後継者対策についての答弁では理解はしましたので、雇用促進助成制度について質

問したいと思います。現行の制度内容については理解していますが、その労働力の確保

としてふるさと納税の返礼品を取り扱っている事業者さんを見ていますと、これは水産

加工業とかにはなるのですけれども、アイスクリームのほうもたしか羽幌町の返礼品の

中でもかなり大きく占めていますが、繁忙期なんかはもう人がいないということで短期

での雇用をしているのですが、そこに対しては現行の制度では合致しないということで、

何か今後、今ふるさと納税に限ったことを言っていますけれども、本当にいろんな業種、

例えば冬になったら冬になったで建設業の方も少ない中でどうやりくりするのかといっ

た部分もありますので、労働力の確保、そして事業者に対しての支援、そういったこと

も今後短期の部分で何か考えてみてはどうかと思い質問しましたので、この件に対して

答弁をお聞きしたいと思います。 

〇議長（村田定人君） 町長、森淳君。 

〇町長（森  淳君） 議員おっしゃるとおり、労働者不足は非常に全ての産業におい

て重要な課題になっているということを認識しております。漁業関係におきましては、

外国人労働者を受入れするということはかなりうまくいっておりまして、何とかカバー

しているのではないかなと思っております。これも日本の国力の問題とか、その他延々

と今の状態が確保できるかという部分に関しては、将来的にはやっぱり不安要素がある

というふうに聞いております。ただ、全体としてやはりこういう過疎の中、高齢化が進

む中でほぼ全ての業種、例えば事務職なんかでも非常に労働者不足という悩みはありま

す。一方、先ほどここで触れております雇用促進助成制度、雇用に対して補助金を出す

という部分なのですが、これは単純に補助金を出せば、いわゆる労働者不足が解決する

かどうかというところも少し考えたいなと思っております。そもそも会社のほうで、企

業のほうでこれ以上事業を大きくしたい、大きくしてもある程度採算が乗るという見込

みがなければ、やっぱり企業も赤字を出して労働者を確保することにはなりませんので、

そういう全体的な商業振興の中で捉えていく必要があるかなと思っております。 

 少し前段に話を戻しますけれども、短期的な労働者不足については、これもマッチン

グ制度というのが出ておりまして、例えば先ほど言いました建築関係の方が冬に仕事が

ない場合に一定のところに回すとかということを、最初は初山別の商工会から出たこと

だと思いますが、それが今振興局もかなりてこ入れして留萌管内で全体として捉えてお

ります。中には、公務員も副業制度を使って本当に足りないところに一時的にという案

も出ているそうです。 

 ただ、私もちょっと不勉強なのですが、実際にそれが戦力となって結果としてそれが

いわゆる具体的な成果を上げているところまではまだ難しいのかなという認識もありま

すので、改めてその辺の実態調査をしながら、今おっしゃっていただいたそれ以外にも
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羽幌町の商業、工業に対してやっぱり将来的にも頑張っていきたいのだということが先

ほど申した利子補給だとか、リフォームだとか、全て私は関連していると思いますので、

総合的政策を一歩一歩進めることによって労働者不足対策の一策にもなるということを

あえて付け加えて答弁とさせていただきますので、よろしくお願いします。 

〇議長（村田定人君） ３番、阿部和也君。 

〇３番（阿部和也君） 町長の答弁については十分理解しました。各産業とのいろいろ

な今後のやり取り等もあると思いますし、また企業からの聞き取りをすることによって

本当にどういった形の部分が不足しているのかというのも分かってくると思いますので、

何らかの支援というものができたときには、ぜひとも取り組んでいただきたいと思いま

す。 

 労働力の確保については先ほども２点目のほっと号、福祉ハイヤー、そういったとこ

ろも事業者さん困っていると聞いていますので、今話した繰り返しになりますけれども、

羽幌町としての労働力の確保につながる支援等の見直しが必要になったときは、本当に

ぜひ取り組んでいただきたいと思います。 

 これで、次の質問で最後にしたいと思います。町長の選挙公約について質問しました

が、今回質問した１点目から４点目の質問のうち１点目、２点目、４点目は商工業が関

係していますし、３点目の旧商業ビルの解体も解体するとなったら地元でできるのかど

うかといったまた議論にもなるかと思いますので、最初の質問でも触れましたが、町長

の公約の実現には商工業の振興が必要だと思っています。私の商工業に対しての思いで

あったり、考えというものは今回の質問や、これまでの議員活動の中で理解していただ

けていると思っていますので、最後に森町長の商工業に対しての考え、そして羽幌町の

中の商工業の位置づけ等をお聞きして一般質問を終了したいと思いますので、答弁よろ

しくお願いいたします。 

〇議長（村田定人君） 町長、森淳君。 

〇町長（森  淳君） 先ほどの所信表明の中で、基本姿勢という部分もあえて何点か

話させていただきました。その中には産業の活性化による地域の活力、活性化というこ

とを入れました。それには当然農業、漁業、これは今回の質問に入っておりませんでし

たので、また別の機会に、もしくは２番目の質問の中で答える機会があるかと思ってお

りますが、それは大事なものとして考えているということをまずご理解していただきた

いと思います。 

 その上で商工業なのですが、これは今回のいわゆる具体的な公約をつくる際に当たっ

てどうしても医療だけは変わらなくても入れたいという私の強い思いがありましたので、

最後に入れさせていただきました。そのほかについては現状やっていなくて、やること

によって効果があるのではないか、自分としてもやるべきだということの流れの中で入

れていただきましたので、決して私自身が商工業だけで農業、漁業だとか、福祉政策に

対して関心がないだとか、予算の配分をしないだとか、新しいことをしないだとかとい
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うことをご理解していただきたいと思います。 

 その上で、いつも言っていることですけれども、羽幌の長い１００年を超える歴史の

中でこの町はやっぱり商工業、サービス業中心で発展してきました。理由は様々ありま

すし、時間の制約もありますので省略いたしますけれども、その中で現実に今でも働い

ている方、就労人口と言いますけれども、羽幌で働いている方の、公務員とかも入れま

すから正確な数字は分かりませんけれども、３次産業だけで半数を超えていると。これ

に加えて２次産業を加えると、正確な数字をちょっと持ち合わせておりませんけれども、

７割以上の数字があります。当然働いている人のボリュームが大きいところに対して力

を入れてやるのは、町全体の発展に不可欠だと思っておりますので、その観点からこう

いう何点か挙げさせてもらいました。このほかにも重要課題はたくさんあります。ただ

し、時間の問題、お金の問題、様々ありますので、これから予算査定が始まるまで限ら

れた時間ですけれども、何を優先課題にして、しかも緊急性があるかということで来年

度の政策に結びつけていきたいと思いますので、そういう観点をご理解の上、私の姿勢

ということで話させていただきましたので、どうぞよろしくお願いします。 

〇議長（村田定人君） これで３番、阿部和也君の一般質問を終わります。 

 暫時休憩します。 

 

休憩 午前１１時１０分 

再開 午前１１時２５分 

 

〇議長（村田定人君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 引き続き一般質問を行います。 

 次に、１番、佐藤満君。 

〇１番（佐藤 満君） 新人議員でございますので、皆様にはよろしくお願い申し上げ

ます。 

 私のほうから羽幌港、天売港の港湾整備について質問させていただきます。羽幌町に

おかれては、港湾管理者としての立場から漁業者から要望を受け、中央に様々な要請を

されてきたと理解しております。これまで福寿川護岸整備、防波堤延伸による静穏度対

策、外港護岸整備、現在進められているホタテ養殖荷揚げ場背後地整備など、継続の事

業も進められているところに大変感謝申し上げます。 

 一方で、羽幌地区においては新規漁業者の増加、漁船更新による大型化など漁船の数

や漁船規模に特にここ数年大きく変化をしているところでございます。しかし、現状の

港湾では狭隘の問題が漁業者間で大きな問題となっており、係船箇所や荷揚げ岸壁の確

保など、漁業経営に大きく影響を及ぼしている。外港の工事完成も含めて漁船係留岸壁

や天売、焼尻地区の一時係留岸壁の確保など直近の課題、将来的な課題を港湾管理者と

して整理し、また予算には限度があるため将来ビジョン構想を練り上げ、港湾の利用頻
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度が高い漁業者と意見交換するなど段階的に整備を進めることが必要ではないかと思い

ます。そのために、次のとおり町長の考え方をお伺いいたします。 

 １つ目に、港内狭隘化の実態把握と漁船の荷揚げと係留する岸壁の確保を早急に検討

するべきと考えているがどうか。 

 ２つ目に、港湾を活用する将来ビジョン構想を港湾管理者として作成する考えはない

のか。 

 ３つ目、新規漁業者は作業保管庫もない人もいると聞くが、その対応として空き地利

用を求めたが断られた。国や道が推し進めている新規漁業者や担い手対策の一環として、

積極的な土地利用を促進するべきである。地域住民へは羽幌町が理解を求め、地域産業

の発展に寄与することが町の姿勢ではないでしょうか。 

 ４つ目、離島漁業者の一時的な係船岸壁の活用方法を町長として考えるべきではない

でしょうか。 

 ５つ目、天売港では以前より越波や風害で港湾利用に支障が出るため、その防止策の

要望を行っているが、港湾管理者として中央関係機関への要望は実施されているのか。

実施されているのであれば、その対応結果を天売地区漁業者に回答しているのでしょう

か。 

 ６つ目、これらの港湾整備事業は強く国等への要請と連携が必須であり、改めて今後

の方針を伺いたい。 

 以上が私からの質問でございます。 

〇議長（村田定人君） 町長、森淳君。 

〇町長（森  淳君） 佐藤議員のご質問にお答えします。 

 １点目の港湾の狭隘化の実態把握と岸壁確保の検討についてでありますが、実態把握

につきましては羽幌フェリーターミナル移転後の港町地区船だまりに漁船を係留させ、

かつイカ釣り外来漁船の入港による漁港区内の狭隘化解消と港内全体の利用再編を図る

必要があり、さらに天売、焼尻島から来る漁船を安全に停泊できる場所の確保が求めら

れていることと認識しております。狭隘化の解消の一つとして、従前より国直轄事業に

よる旧フェリーターミナル岸壁の整備を実施しているところであります。今後におきま

しても、北海道開発局及び港湾利用関係者等と協議しながら整備を進めてまいりたいと

考えております。 

 ２点目の将来ビジョン構想の作成についてでありますが、平成１２年度から令和７年

度完了予定で、現在の新フェリー岸壁の整備をはじめとした国直轄事業の整備計画に基

づき整備しているところであり、令和８年度以降に想定される港湾整備につきましては、

今後地元漁業者や関係機関等と十分協議しながら進めていき、新たな国直轄事業の整備

計画を将来ビジョンとして捉えていく考えであります。 

 ３点目の新規漁業者の空き地利用についてでありますが、今までの問合せにつきまし

ては、現状において港湾施設内に有効な空き地がなく、その他の町有地においても除雪
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などで活用されている場所もあるとの説明をさせていただいておりますが、今後におき

ましては改めて土地利用状況を精査した上で検討してまいりたいと考えております。 

 ４点目の離島漁業者の一時的な係船岸壁の活用方法についてでありますが、港湾内で

利用可能な岸壁を一時的に活用していただいているところではありますが、今後の活用

方法につきましては現在国直轄事業で整備している旧フェリー岸壁の整備をしていく中

で検討してまいりたいと考えております。 

 ５点目の天売港での越波や風害についてでありますが、天売港をはじめ離島港湾の状

況について毎年度国直轄事業に関するヒアリング等の際に状況報告を含め要望等をして

おりますが、離島港湾が休止港ということもあり、十分に整備が進んでいる状況ではな

いというのが現状となっているところであります。現在、北海道開発局において風害に

ついて調査しており、令和４年度に風況調査、令和５年度に風況シミュレーション、護

岸の現況調査を行う予定であり、調査結果等についてこれからは天売地区の地元漁業者

や関係機関等と情報共有をしてまいりたいと考えております。 

 ６点目の国等への要請と連携が必須についてでありますが、議員ご指摘のとおり町と

しても国等への要請や連携は引き続き必須と考えておりますので、今後につきましても

国への要請等を続けるとともに、関係機関と連携してよりよい港湾整備を実施してまい

りたいと考えております。 

 以上、佐藤議員への答弁とさせていただきます。 

〇議長（村田定人君） これより質問、答弁の時間は４５分以内となります。 

 １番、佐藤満君。 

〇１番（佐藤 満君） ただいま森町長から大変ありがたいお言葉をいただき、ありが

とうございます。 

 私の６点の質問に対してただいま町長から答弁を聞き、全ての問題点に対して一歩前

進する答弁内容であったと捉えております。地元の産業振興発展に欠かすことのできな

い課題ではありますので、１点目、２点目にはこの港湾利用者等と協議、またあるいは

地元漁業者の協議とありますが、浜の人たちの利用価値のある港環境の整備をぜひとも

お願い申し上げます。 

 続きまして、４点目の離島対策は検討するという趣旨の答弁でありましたので、決し

て答弁だけでなく、ぜひ形として見える協議、検討をしていただきたいと思います。港

湾利用者の理解を得られるものにして、今後国あるいは道と協議をしていただき、取り

進めていただきたいとお願いを申し上げ、質問を終わらせていただきます。 

 ありがとうございます。 

〇議長（村田定人君） 答弁はいいですか。 

〇１番（佐藤 満君） いいです。 

〇議長（村田定人君） これで１番、佐藤満君の一般質問を終わります。 

 昼食のため暫時休憩します。 
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休憩 午前１１時３６分 

再開 午後 １時００分 

 

〇議長（村田定人君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 引き続き一般質問を行います。 

 次に、９番、工藤正幸君。 

〇９番（工藤正幸君） それでは、質問いたします。 

 建築業の振興を図るための事業推進について。現在町の建築関連の補助事業としては、

羽幌町空き家対策補助金制度があり、空き家をリフォームする際の補助のみが実施され

ている。今住んでいる家をリフォームする際の補助制度としては、平成２２年度から平

成３０年度までの９年間住宅リフォーム助成制度が実施され、町民に好評かつ町全体の

経済活性化にも効果があり、事業者の営業活動にも寄与した制度であったが、その後は

実施されておらず、また個人が新築住宅を建設する際の補助制度も実施されてこなかっ

た。昨今の厳しい経済状況の中にあっても町内の各建築業者、個人事業者においては、

日々創意工夫を重ね、業績向上と事業継続に努めている。町内の各産業に仕事があり、

雇用の場があることこそが町全体の経済活性化につながっていくものと考える。町が地

元建築業者の施工による個人住宅の新築建設やリフォーム等の補助制度を実施し、建築

業の事業を活性化させることが町を発展させていくことにつながるものと考える。この

ように町民が生き生きと暮らしていける羽幌町にするべきと思い、次の質問をする。 

 １、住宅リフォーム助成制度によって９年間で２９９件の家屋がリフォームされ、助

成総額は５，９８０万円、施工事業者の総事業費は５億５，９００万円に上り、建築業

の活性化に大きく寄与したものと考える。この事業を再度実施することで、快適でいつ

までも住み続けられる住環境を整えるとともに、経済活性化を後押しすることができる

と考えるが、どうか。 

 ２、町内の建築業者が施工する新築住宅は近年減少傾向にある。新築住宅建設助成制

度を新規に事業化することで町民が地元業者を利用して新築住宅を建設する機運が高ま

り、建築業者や関連する業種への経済波及効果も見込まれる。地元業者での建設により

町内全体の経済波及効果も大きいと考えることからこの制度を創設し、町の経済活性化

を推し進めるべきと思うが、どうか。 

 以上です。 

〇議長（村田定人君） 町長、森淳君。 

〇町長（森  淳君） 工藤議員の質問にお答えします。 

 １点目の住宅リフォーム助成制度の再度実施についてでありますが、本事業の再開は

私の選挙公約であり、リフォームを行い、持家の価値が高まることで将来における空き

家対策としての観点からも最善の施策と考えております。また、議員ご指摘のとおり過
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去９年間における助成件数や助成対象事業費からも住環境の整備や景観の向上はもとよ

り、建築業の振興、さらには町全体への活性化に大きく寄与したものと認識しておりま

す。今後におきましては、事業の再開に向け、過去の課題等を検証した上で再開時期や

補助内容を含め総合的に検討を進めてまいりたいと考えております。 

 ２点目の新築住宅建設に対する助成制度の創設についてでありますが、町内の事業者

が施工した民間戸建て住宅の新築件数は近年減少傾向にあり、特に過去３年間において

は令和２年度はゼロ、令和３年度、令和４年度はそれぞれ１件で推移しております。ま

た、議員ご指摘のとおり助成制度が創設され、町内の建築業者が施工することで建築業

や関連業種への経済波及効果につきましては理解をしておりますが、現時点におきまし

ては限りある財源の範囲で優先度や緊急性、ほかの施策とのバランス等を総合的に勘案

しつつ、必要性を十分見極めた上で判断していく必要があると考えております。 

 以上、工藤議員の答弁とさせていただきます。 

〇議長（村田定人君） これより質問、答弁の時間は４５分以内となります。 

 ９番、工藤正幸君。 

〇９番（工藤正幸君） まず、平成２２年度から９年間実施した実績の数字とともに質

問していきたいと思います。 

 まず、先ほども言いましたけれども、９年間で２９９件、これは年平均にすると３３

件になります。それで、総事業費が５億５，９００万円で、これを１年平均すると６，

２００万円となっておりました。これは６，２００万円の事業ができて、そして３３件

の建築の仕事が生まれたということは非常に大きい、町として仕事があったということ

になると思います。私は町に仕事があることがやはり全体の経済の発展、活性化につな

がるものとずっと考えて、この質問は今回で４度目になるのですけれども、そういうふ

うにして思っておりました。 

 やはり建設事業者も減ってきておりますし、１人で事業を進めている方にとっても大

変厳しい状況があると思いますので、この事業については町長も進めていくのだという

思いで今答弁されましたけれども、私の思いとしてはできるだけ早くという思いでおり

まして、今年度補正予算でも組んで規模は９年間やっていた規模に至らなくても今年度

にやっていただきたいなという気持ちがあったのですが、この辺は町長どういうふうに

考えていますか。 

〇議長（村田定人君） 町長、森淳君。 

〇町長（森  淳君） この答弁を最終的にこういう形にするに当たって、今議員おっ

しゃった方向も担当課と相談しておりました。ただ、難点としてはその建築業者によっ

ては今年ある程度一定の仕事をもう持っていて、これから参加したくともできないとい

う場合も考えられますし、それからいつその要綱をつくってやるということで、これ冬

期間にかかってくると業者が限定されるということもあります。そのほかに今年、今年

度予算の中でどの程度の規模にするかにもよりますけれども、新たにその部分を後半の
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ほうに持ち込むということは、今全て分かっているわけではありませんが、いろんなこ

れから困難な道も想定される部分もありますので、申し訳ありませんけれども、先ほど

の答弁にもあるようにできるだけ早く一定の方向を出して、町民に分かるような形にし

て次年度早々やりたいなということでご理解願いたいと思います。 

〇議長（村田定人君） ９番、工藤正幸君。 

〇９番（工藤正幸君） そういうことであれば、事業の進め方というのを過去９年間の

後半のほうには問題も若干あったようですから、その辺のチェックもして、できるだけ

今年度は早めに形を決めて、そして次年度予算に組み入れていただくということで、そ

れで、そういう形で間違いないですか。 

〇議長（村田定人君） 町長、森淳君。 

〇町長（森  淳君） その方向で検討していきたいと思います。 

〇議長（村田定人君） ９番、工藤正幸君。 

〇９番（工藤正幸君） 先ほども私言いましたけれども、この事業は１年間の平均です

ると助成額が６６４万円ということで、僕の思いからするとそれほど大きな額でもない

し、それであってこれだけ年間３３件ほどの仕事ができたということですから、行政側

としても自信を持って進めてもらいたいと思います。お願いします。 

 それでは、２番目の新築住宅について質問移ります。まず、地元建設事業者が施工す

る新築住宅、これの促進を図るため建築費に対する助成制度を実施して建築業の事業推

進を図ることが関連する業種へも波及効果が見込まれ、経済の好循環につながると思っ

ておりますので、この辺今の答弁では明確に例えば次年度予算に組み入れる準備をする

とか、そういう文言がなかったのですが、その辺はどういうふうに考えておりますか。 

〇議長（村田定人君） 町長、森淳君。 

〇町長（森  淳君） 答弁書に書いたとおり、限りある財源の範囲で優先度や緊急性、

他の施策とのバランスを総合的に勘案しつつ、必要性を十分見極めて判断していくこと

なのですが、より具体的に申しますと例えば建築関係だけに限定しても、予算の確保と

して私が一番大事だと思っているのは、まず公営住宅の予算確保です。非常に大きい予

算ですけれども、これは安定的にもう毎年やるということと住民のニーズが高いと。金

額もかなりな金額になります。当然補助申請もした上で継続的にやっていく必要があり

ますので、これはまず優先順位の１位としたいということであります。 

 ほかに例えば先ほどおっしゃったリフォームに関しても、今までの仕組みでいくと１

００万以上２０万というような仕組みが果たしてそれでいいのだろうか。例えば１００

万で２０万、では３００万でも２０万、５００万でも２０万ということですよね。業種

も、まず金額が少ないところで収まっている人というのは、やはり特定の業種に偏って

いる傾向があると私は思っています。だから、いわゆる本体の建築業ということにする

と、ある程度もっと大きな金額のところのことも考えなければ、なかなかそちらに回ら

ないことも現実にあるというふうに聞きました。ただし、それは約束できませんけれど
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も、例えば５００万だともう少しとか、それから件数の問題もあると思うのですよ、リ

フォーム。例えば補正で組むとかも含めて、そういうことを考えたときにすごく悲観的

な言い方に聞こえるかもしれませんけれども、今３年間で２件ということでありますし、

近隣町村では１件で２００万というのが普通です。そうすると、１人の方に２００万ぼ

んと補助を出して、その中で１件とかという、もしこれが２件、３件では６００万とか

になりますよね。先ほどおっしゃったように、リフォーム予算は平均的に４００万ぐら

いで２０人、３０人、４０人の方に使っていただいて、幅広い層に仕事が回っていると、

そういうことを１つ、これだけではないですよ、１つ捉えただけでも最優先課題として

その新築というのはちょっと私の考えの中で今回答弁書に書き込めなかった、そういう

理由で書き込まなかったということでご理解願いたいと思います。 

〇議長（村田定人君） ９番、工藤正幸君。 

〇９番（工藤正幸君） この事業は、私も過去に質問した際に話しているのですけれど

も、実は苫前町では、これはこの事業の名称なのですけれども、安心快適住まいづくり

促進事業ということで新築工事、改修工事、それから解体工事、この３つを所管事務を

一元化して実施しております。令和２年度からこの事業によって地域にもたらすその経

済の波及効果があるということで、恒久化して現在進めております。このようにしてや

ることもできている町がありますし、羽幌町としてもやはりこういうことがやっている

町だということのイメージづけというか、そういうものをしていかなければ、なかなか

この町に住むということもできなくなってくるのではないかと思います。 

 実際に私も何人か知っているのですけれども、羽幌でお仕事はやっているのだけれど

も、住まいは苫前で、どういうことが苫前ではあるのですかと言うと、やはりいろんな

部分で羽幌よりも苫前のほうがいいのだと、そういう声、私聞くのです。自分が住んで

いる町はやはり隣の町と同等、あるいは隣の町よりも少しでもいいのだという、そうい

う環境で私は住民として住みたいなと思うのは、これは町民としてはほとんどの方がそ

う思うのではないかと。ここの自分が住んでいる町よりも隣の町がいいのだというのは、

私も一町民としてそれは何とかするべきではないかなといつも思うのですけれども、こ

ういう観点から考えても新築住宅がこのようにして地元の事業者が建てるのが１年にゼ

ロとか、１軒とかというのはこれは、この部分は解消していって３軒でも４軒でも今年

は建ったのだよということにしていかなければ、町の事業としてはやはり活性化になら

ないのではないかと思いますので、この辺もう一度考えていただいて、担当課とも詰め

て、羽幌の未来のためにどうするべきかということを考えてもらいたいと思うのですけ

れども、どうでしょうか。 

〇議長（村田定人君） 町長、森淳君。 

〇町長（森  淳君） 今工藤議員おっしゃった隣の町と比較してという部分も、私も

多くの方とは言いませんけれども、具体的に聞いたことが何度もあります。ただ、その

理由については人それぞれ理由も違いますし、今ここに質問のあった新築住宅でお金が
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つくので、苫前に住んでいるという人もいるのかもしれませんけれども、私自身は聞い

たことがありません。どちらかというと、全体的に子育ての関係だとか、いろんな形の

中でそういう選択肢をしているという方を聞いたことがあります。非常に残念な思いで

あります。 

 工藤議員おっしゃるように、この町に住みたいというのは例えば新築住宅にお金がつ

くからだけではなくて、いろんな部分でやっぱり経済的な支援、それから将来にわたっ

ての希望とか、そんな要素で決まってくるような気がします。改めまして、建築住宅に

対しての苫前、さっき言っていましたけれども、５００万以上のその建築資金に対して

２００万なのです。だから、すごく、確かにおっしゃるように大きな割合でもあります

し、建てる方にとっては非常に魅力のある政策だということは分かりますし、工藤議員

おっしゃるように町の経済にとって意味のあることだということも私も全く同感であり

ます。 

 繰り返しの答弁で申し訳ありませんけれども、羽幌町としては様々な政策を毎年やっ

ております。また来年にかけて先ほどから言っている新しい部分にも取り組む中でやっ

ぱり優先度、緊急度というところの中でそれが採択するかということについては今後検

討したいと思いますけれども、現時点としては建築業に限ってだけでも先ほど３点ほど

ありましたけれども、そういう理由の中で私としてはそれより今の段階では優先度、緊

急度が低いかなと思っておりますので、必ずもう一度建てる人の、実際建てられる人自

体が、羽幌町１軒と言いましたけれども、全体としてもそう多い数ではないわけです。

限られた層の人しか新築は今できる状況ではありませんので、やっぱり全体の中でもっ

と先に優先すべき事業があるのではないかなというのが現時点の考えですので、それは

現時点の結論的に考えてもらっても結構です。改めてもう一度いろんなヒアリングをし

ながら最終決定をしたいと思いますので、ご了承願いたいと思います。 

〇議長（村田定人君） ９番、工藤正幸君。 

〇９番（工藤正幸君） 新築住宅を地元の事業者にお願いして建てるというのが減って

きたのは今この近年のことでなくて、もう３０年ぐらい前からそれは始まっているのだ

ろうと思うのです。それで、やはりこの間、今日に至るまでこの新築に対しての助成は

羽幌町はずっとなかったのです。これをどこかの時点で手当てしていれば、これほど地

元業者が建てる件数が減っていかなかったのだと僕は思うのです。この辺をどう捉える

かによっては大分変わってくるのだと思うのですけれども、やはりいつか聞いた話で耳

にしたことがあるのですけれども、町民が建てるものについて町民のお金で建てるのだ

から、それはこうしてほしいとはなかなか言えないのだみたいなことを町民が言うのを

聞いたことあるのですけれども、そうではなくて町を維持していくためには町としての

進み方というのをやはり決めて、そのためにはこういう助成制度をきちんとつくって、

そしてこういうふうにしてみんなで地元の建築業者に頼んで家建てようやみたいな機運

を高めていくべきのものを何もしてこなかったというのが今日の羽幌町の現状でないか
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なと思うのです。 

 こういうことが、やっぱりそのときそのときの状況をいかにいいほうに進めていくか

というのをよく考えないとならないと思うのです。だから、いろんなほかの事業もある

から、町長も今なられたばかりで大変だと思うのですけれども、やはりそういう観点で

考えることも僕は大事だと思うのですけれども、その辺はどうでしょうか。 

〇議長（村田定人君） 町長、森淳君。 

〇町長（森  淳君） 新築自体が減ってきているという部分は、人口減と経済的な側

面がまず基本的に多いと思います。２０年前は、私も十七、八年前に建てたのですけれ

ども、申し込んでから二、三年待たないと地元の業者仕事できないという時代だったの

です、実は。だから、それが正確に１０年前からなのか、十二、三年前なのかというの

はちょっと分かりませんけれども、当然全体の着工件数も確認申請もずっと減ってきて

います。それと同時に、あまり過激な表現はできませんけれども、いわゆる建て主との

ニーズのマッチングに関して世代も若くなってくる中でやっぱり合わないということも、

これが一番大きな原因ではないかというふうに私は実は聞いております。ただし、それ

はお互いの中で企業努力も含めて今後変えていくこともできる可能性もあるかなと思っ

ております。 

 今回載せなかったのはそこではなくて、やはり幅広いニーズの、今いろんな形で補助、

それから新しい事業が求められていると思っているのです。今までないような事業を含

めてです。その中で本当に全体予算、実際に特別会計入れれば１００億使っているわけ

ですけれども、一つ一つ固定費的なものも全部含めて詰めていくと、恐らくかなり毎年

苦労して最終的な予算、場合によっては基金を取り崩してつくっているというようなこ

とも現実であるのではないかと思います。私としては、ぜひ積極的にニーズに沿ったも

のに対しては前向きに取り組んでいきたいと思いますし、決して公共事業そのものは無

駄なものというのは、効果がゼロというものは基本的にないと思っているのです。だけ

れども、効果がこのぐらいのものと、その１０倍あるものといろいろあるわけです。そ

れをやっぱり取捨選択していかないと全てのニーズ、全ての要望に対して補助金なりを

つけるというのは難しいだろうと。そこには担当課も含めて全体としてやっぱり順番を

つけて緊急性とか重要性、そういうものの中で最終判断をして予算を組んでいくという

流れになりました。先ほども申し上げたので繰り返しになりますけれども、現時点では

この質問が来てから答弁書を作るまでの間には、その最優先事項の中で今回リフォーム

のように前向きに取り組みます的な答弁を書くような結論には至りませんでした。ただ、

もう一度改めて全体像を見た中で、それからいろんな形で業者ともお会いする機会もあ

ると思いますので、そんな中で最終的に来年の予算の前にもう一度検討することだけは

お約束したいと思いますので、よろしくお願いします。 

〇議長（村田定人君） ９番、工藤正幸君。 

〇９番（工藤正幸君） それでは、そういうこの新築についてもやっぱり検討を重ねて
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町のためになるという判断された場合には、ぜひとも予算化できるように進めていって

いただきたいと思います。 

 それから、もう一つは先ほど苫前町の話ししましたけれども、リフォームと新築とい

う部分のこの所管事務の一元化というのは一緒に同じ課で扱うのだという、その仕組み

はできないのかどうか、それちょっと聞きたいと思います。 

〇議長（村田定人君） 町長、森淳君。 

〇町長（森  淳君） リフォームは町民課です。これもどういう経緯があって町民課

なのかというのは実は今回確認しないで、もともとが町民課でしたので、そういう形で

います。商工観光かなと思ってみたり、建設かなと思ってみたりもしましたけれども、

そういうことになっています。一方、新築についてはそもそもないわけですから、一本

化ということというのは、もしやるとなった段階で最もいわゆるこの事業を持つのにふ

さわしいいろんな影響力もあるということもありましたから、そんな中でもう一回考え

ていきたいと思います。 

〇議長（村田定人君） ９番、工藤正幸君。 

〇９番（工藤正幸君） それでは、最後になりますけれども、町長は初登庁された後の

訓示の中で未来に希望の持てるまちづくりを進めていくのだということを言っておりま

すけれども、未来のことを考えるときには、やはり今すぐできること、すぐやって町に

効果が出るものというものをその都度頭の中に入れて、少しでも下支えすれば町内の事

業者が潤うのだという、そういう部分には予算づけは確実にしていって、そしてその中

でそのほかの事業も進めていくのだという、そういう形で進めていってもらえるといい

なと思っております。その辺の全体のこの事業の進め方について、最後に答弁いただき

たい。 

〇議長（村田定人君） 町長、森淳君。 

〇町長（森  淳君） おっしゃったことはよく分かりますし、言われたことも全部や

れれば本当にいいなと思います。私が今回出るに当たって、やっぱり一番感じたのは、

それなりに今まで継続事業の中でもちゃんと手当てするものは手当てしていると思うの

です。ただし、こういうことをしてほしい、例えばリフォームなんかもそうなのですけ

れども、そういう形でということで議会がずっと言っていても、まるっきりまないたに

のらなかったというのも事実だと思います。そういう中でやっぱりこの町はもう駄目な

のではないかというような声がかなり多く、例えば町議選の中で皆さんと一回お会いし

たときに、皆さんもこんなことなかったよなと。４年前、８年前はここまでそういう話

というのは、中にはもちろんあったのかもしれませんけれども、なかったよなというよ

うな話合いをした記憶があります。それで、だからといって今おっしゃったように全て

に予算づけしていくということも、これは事実上不可能であります。だから、今回公約

に上げた何点か、先ほど阿部議員とのやり取りもありましたけれども、中でも１つでも

２つでも最もニーズが高いものを現実に着実に実現することによって、やっぱりその空
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気というのは変えていきたいというのは思っています。残念ながら、やっぱり財源は限

られていますし、いろんな資源も限られていますし、新たな、やらざるを得ないという

言い方はよくないです。やはり地域としての必要なことも変わってきますので、それは

全て考えながらいきます。考え方は私と工藤議員何も変わっていないと思っております

ので、あとは具体的なことはいろんな形の中で協議をしながら、また町民の声を聞きな

がら一つ一つ現実に詰めていく作業が来年の３月予算までにあると思いますので、その

中でまた議論をお願いしたいと思います。 

〇議長（村田定人君） ９番、工藤正幸君。 

〇９番（工藤正幸君） これで終わります。 

〇議長（村田定人君） これで９番、工藤正幸君の一般質問を終わります。 

 次に、２番、金木直文君。 

〇２番（金木直文君） それでは、最後の質問となりますけれども、私のほうから高齢

者、介護の次期計画策定に向けて質問をさせていただきます。 

 高齢者に関する保健福祉事業や介護保険事業の総合的な計画として取り組む課題、目

標を定めた第８期高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画は最終年度を迎えており、次

期の計画策定に向けて見直しを行う年度であります。折しも、この３年余りは新型コロ

ナウイルス感染症の影響から、高齢者向け施設や在宅要介護者などにも介護サービスの

利用に変化が見られているのではないでしょうか。また、高齢者に関わる地域支援事業

も盛り込まれてはいますが、さらなる支援を求める要望も聞かれています。次期計画策

定に向けた考え方について、以下質問をします。 

 １、次期計画策定に向けた検討に入っているのでしょうか。策定に向けたスケジュー

ルはどのように考えていますか。 

 ２、今期の介護サービスの利用状況に新型コロナウイルス感染症の影響があったかど

うか、今後も影響するのかどうか、検証と予測も検討すべきではないでしょうか。 

 ３、今期の介護保険料は前期から引き上げられ、基準額で年間６万６，０００円であ

ります。基本は年金からの徴収ですが、負担する金額としては限界感があります。保険

料についての見解や見通しはどうでしょうか。 

 ４、高齢者の中には身体機能の低下や病気、けがなどによって排せつのサポートが必

要となった結果、日常的に紙おむつ等の使用で経済的な負担が増えている人もいます。

こうした高齢者や世帯に紙おむつ等の給付、助成はできないでしょうか。 

 ５、病気やけがの治療、その後の検査等で近隣の医療機関では対応できないことから、

遠距離の医療機関を利用せざるを得ない場合交通費の負担も大きく、バスなどの公共交

通を利用するしかない。特に低所得者世帯、高齢者への交通費助成を検討してほしいと

思います。 

 以上です。 

〇議長（村田定人君） 町長、森淳君。 
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〇町長（森  淳君） 金木議員のご質問にお答えします。 

 １点目の次期計画策定についてでありますが、現時点におきましては検討の準備作業

を開始し、各調査、分析を進めているところであります。今後は引き続きアンケート調

査、分析作業を進め、介護保険事業計画審議会による審議及び北海道等と調整を図りな

がら計画を策定し、議会への説明を行った上で最終的に３月議会定例会にて羽幌町介護

保険条例の改正を提案することとしております。 

 ２点目の新型コロナウイルス感染症の影響についてでありますが、特別養護老人ホー

ム、しあわせ荘の利用者延べ人数の推移といたしまして、令和元年度は３万９，７２３

名、令和２年度は３万９，６５９名、令和３年度は３万８，７８２名、令和４年度は３

万８，４６４名となっており、ショートステイでは令和元年度は２，６５５名、令和２

年度は２，６５６名、令和３年度は２，３２５名、令和４年度は１，８１１名となって

おり、デイサービスでは令和元年度は８，９２０名、令和２年度は８，００７名、令和

３年度は７，５８４名、令和４年度は７，１４７名となっております。また、介護保険

給付費の推移といたしまして、令和元年度は８億３９１万円、令和２年度は８億４，６

７５万円、令和３年度は７億９，７１４万円、令和４年度は７億９，９３３万円となっ

ており、感染者が増加した時期にショートステイやデイサービスの利用が減少した時期

がありましたが、介護サービス全体として影響は限定的であったと考えております。新

型コロナウイルス感染症による影響の予測は困難ではありますが、引き続き注視してま

いりたいと考えております。 

 ３点目の介護保険料の見直しについてでありますが、現在次期計画策定中であり、人

口推計、介護度の認定率推計、介護報酬の単位など必要なデータが整っていないことか

ら、まだ介護保険料の見通しをお答えできる段階ではありませんが、できる限り皆様の

負担を抑えつつ、必要とされる介護サービスが提供できるようバランスを図りながら適

正な保険料の設定に努めてまいりたいと考えております。 

 ４点目の高齢者の紙おむつ等の給付、助成についてでありますが、現時点におきまし

て高齢者の紙おむつ等の給付、助成はしておりませんが、現在進めている次期介護保険

事業計画のアンケート調査等の中で実態把握に努め、検討してまいりたいと考えており

ます。 

 ５点目の医療機関を利用する際の交通費助成についてでありますが、現状では通院等

乗降介助のサービスが介護保険制度により提供されておりますが、通院に対しての交通

費助成につきましては、病気やけがの程度、通院の理由などには様々なケースがあるこ

とから、対象者の特定が困難であるため現在行っていないところであり、今後において

も難しいものと捉えております。 

 以上、金木議員の答弁とさせていただきます。 

〇議長（村田定人君） これより質問、答弁の時間は４５分以内となります。 

 ２番、金木直文君。 
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〇２番（金木直文君） それでは、５項目について質問を出させていただきましたけれ

ども、それぞれ一問一答で深めさせていただきたいと思います。 

 まず、今回高齢者、介護の関係についての質問ですけれども、さきの４月の選挙のと

きにも私は一つ大きな私のテーマといいますか、政策の一つとして取り上げて町のあち

こちで訴えをさせていただきました。ちょうど３年ごとの介護保険制度の見直しという

こともあって、今年度末にはいろんな次の形の、現在第８期ですから第９期の計画とい

うことになるのだということも頭に置いてちょっと組み立ててみました。現在国のほう

の介護制度、あるいは介護保険制度に関わっての国の動きとしては、このほど政府のほ

うで加速する新しい資本主義ですか、そんなサブタイトルのついた経済財政運営と改革

の基本方針２０２３、いわゆる骨太方針というのが出されまして、この中で超高齢化社

会に備えた持続可能な社会保障制度構築へ給付と負担の新たな将来見通しを述べていま

す。介護保険料の上昇を抑えるための利用者負担割合の線引きをどうするかということ

については、年度末、今年度内にちゃんと答えを出そうということで先送りしたようで

あります。町でも現在調査、分析を進めているというお答えでありますけれども、その

中でアンケート調査を行ってというふうにあります。これはこれから実施するのだろう

と思いますが、具体的にどのような形のアンケートを考えておられるのかお聞きしたい

と思います。 

〇議長（村田定人君） 健康支援課長、金子伸二君。 

〇健康支援課長（金子伸二君） お答えいたします。 

 アンケート調査につきましては、前期でアンケート調査しているものを参考にしつつ、

今回改正するに当たって国のほうからの手引書等もありますので、それを含めて今検討

しているところです。内容といたしましては､家庭状況、健康状態、身体機能、活動状

況、あと地域の参加、また様々な項目にわたっております。そのような状況を今アンケ

ートとして考えているところです。 

〇議長（村田定人君） ２番、金木直文君。 

〇２番（金木直文君） 最後のほうで今考えているということは、今期は今期でまた新

たにアンケートを取るというお答えでよろしいわけですね。分かりました。 

 今回この質問を準備するに当たって、現在の第８期の町の計画ざあっとですが、一応

読み直し、見させていただきました。一応五十数ページにわたるものになっているとい

うことで、かなりのボリュームがありました。取り組む事業や支援についても具体的に

こういうことに取り組んでいきますというふうな書き方で、具体的に述べられているの

だなというふうに感じましたけれども、アンケートで意見や要望を書くとしても現在介

護認定を受けていて介護サービスを利用している本人であったり、その本人を支援して

いる、援助している家族の方であったり、あるいは介護認定は受けていないけれども、

高齢者となっているという方もおられますから、いろんな立場によってそれぞれこの介

護保険制度、いろんな考え方があるなと思うのです。そういうことから考えれば、広く
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意見を拾うことができるような形、そういう仕組みのものをぜひ考えていただきたいと

思いますが、その点いかがでしょうか。 

〇議長（村田定人君） 健康支援課長、金子伸二君。 

〇健康支援課長（金子伸二君） お答えいたします。 

 その辺も含めて今後検討していきたいと考えております。 

〇議長（村田定人君） ２番、金木直文君。 

〇２番（金木直文君） 具体的な検討はこれからだということなので、そういった答弁

を踏まえながらお聞きをしているところでありますけれども、この間この３年余りのコ

ロナ禍についての影響というのでしょうか、そういうこともお聞きしました。ご答弁い

ただいた数字をちょっと比べてみると、令和４年度のショートステイとデイサービスの

利用者数の減少が目立っていると思います。その年々でコロナの状況、羽幌町の状況も

いろいろあったので、そういった状況もあるのかなと思いますけれども、特に令和４年

度減少したという理由は何か目立った理由というのはあったのでしょうか。 

〇議長（村田定人君） 健康支援課長、金子伸二君。 

〇健康支援課長（金子伸二君） お答えいたします。 

 令和４年度には施設内でのクラスター発生により一時期なのですけれども、ショート

ステイ閉鎖したという影響がありまして減少したと思われます。デイサービスにつきま

してもその時期感染症が増えた時期でありましたから、これははっきりは言えないので

すけれども、利用控えみたいなのも若干あったのかなというふうに捉えているところで

す。 

〇議長（村田定人君） ２番、金木直文君。 

〇２番（金木直文君） それで、やっぱり利用者数が減るということで心配になるのは、

その事業者さんの営業状態というのでしょうか、運営状況が心配になってくるわけです。

民間の事業者のほうで内部にどれだけ入り込めるかはちょっと難しいところもあるかと

思いますが、収入が減れば当然赤字も心配されるところであると思うのです。その点は

問題はなかったのかどうなのか、現在指定管理でお願いしている社会福祉協議会もあり

ますが、あと町内の民間の事業者もありますけれども、もし町のほうで押さえていると

ころがあれば、ちょっとどんな状況なのかお聞きしたいと思います。 

〇議長（村田定人君） 健康支援課長、金子伸二君。 

〇健康支援課長（金子伸二君） お答えいたします。 

 明確な数字は、これはお答えできませんが、しあわせ荘、社会福祉協議会に委託して

いるショートステイの部分については、やはり利用者数が減ったということで経営状況

についてはちょっと苦しかったというお話は受けています。ただ、今年度に入りまして

利用者数も回復傾向にありますので、この辺は変わってくるのかなというふうに認識で

きますが、今後もその辺は十分注視しながら見ていきたいと思っています。 

 民間についてはちょっと把握していませんので、お答えすることはできませんので、
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ご理解願います。 

〇議長（村田定人君） ２番、金木直文君。 

〇２番（金木直文君） 分かりました。あんまり詳しくも聞けない問題なのかなと思い

ますけれども、新聞紙上などでは赤字で、中には事業を閉鎖するような施設もあるとい

うような記事もたまに見ていたので、当町羽幌の状況はどうなのかなということでやっ

ぱりちょっと心配な部分があったので、お聞きをしたところであります。 

 今期、今年度は回復の傾向にあるというので、ちょっと安心をしているところであり

ます。 

 冒頭に紹介した政府の骨太方針の中で利用者負担、保険料負担抑制の必要性も踏まえ

てといった文言もこの骨太方針の中には見られるのですけれども、一時羽幌町でも保険

料据置きになったというときもあったかと思いますが、それでもずっと引上げの一途で

もあるというのも実態だろうと思います。今期の今の第８期の計画の中のずっと後ろの

ほうに、第９期の保険料の見通しという形で具体的に１か月６，００８円の見通しだと

いうような一文もあったのですが、それは３年前に一応見通した数字なのだろうと思う

のですけれども、現在はたしか一月で言えば５，５００円ですか。その数字を信用すれ

ば５００円ほどのアップになりますが、これは当然今年度はまた動く数字だろうとは思

うのですが、その辺のこのときに書かれた６，００８円という数字の押さえ方、どのよ

うに押さえたらいいのですか。 

〇議長（村田定人君） 健康支援課長、金子伸二君。 

〇健康支援課長（金子伸二君） 保険料の算定につきましては、前期は前期の調査結果

に基づいて算定したものというふうに判断しております。今期につきましては、町長答

弁にありましたとおり計算するに当たってのデータ、数値等がそろっていませんので、

現在この場ではお答えすることができませんので、ご理解いただきたいと思います。 

〇議長（村田定人君） ２番、金木直文君。 

〇２番（金木直文君） 介護保険制度が非常に必要な、重要な制度でありますから、こ

れからもずっと持続させていかなければの制度であるということから考えれば、当然私

たちも負担があって、それはそれでいいのですけれども、でもできるならばなるべく負

担は少ないほうにこしたことはないと、答弁の中でも負担を抑えるような方向での検討

もされるのだろうと思いますけれども、根本的な解決ということになればやはり私は国

の負担割合を増やしていただくことだろうと思うのです。ただ、それもそう簡単にはい

かないのでしょうから、町長、自治体の首長さん方がまとまって国へそういった国の負

担割合を増やしてほしいということを要請するなり、そういった要望書を期成会という

のか、具体的に分かりませんが、もう既にそういうことで要望しているのかどうか、そ

の辺の状況分かればちょっとお聞きしたいと思います。 

〇議長（村田定人君） 暫時休憩します。 
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休憩 午後 １時５０分 

再開 午後 １時５０分 

 

〇議長（村田定人君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 健康支援課長、金子伸二君。 

〇健康支援課長（金子伸二君） お答えいたします。 

 これまでにそのような要望というのは、していないというふうに捉えております。 

〇議長（村田定人君） ２番、金木直文君。 

〇２番（金木直文君） それでは、ちょっと町長にお聞きしたいと思うのですが、次期

の金額がどのようになるのかはっきりしないうちで、なかなか考えづらいかもしれませ

んけれども、町長として今後管内の町長さんや、あるいは何か道や国へ出向いたときに

こういった問題も含めて、これだけを言えとは言いませんので、こういった住民の負担

のことを考えた対応を国に対して要請をするというような、そういう考え方については

町長の基本的なところお聞きしたいと思います。お願いします。 

〇議長（村田定人君） 町長、森淳君。 

〇町長（森  淳君） 特に高齢者、福祉関係だけではなくて、必要なものは必要なも

のとして常に国、それから中間にあるいろんな関係機関等に要望はしていくという姿勢

では基本的にいきたいと思います。 

 この個別の事案についてはいろんな形で様々連携していますし、先ほど金木議員のほ

うからもご紹介ありましたように、年度末にかけて国のほうの姿勢も出したいというよ

うな情報は新聞報道レベルですけれども、私も把握しております。ただ、今の流れから

すると例えば子育ての異次元の子育て政策というのが社会保険料で持つだとか、いろん

な状況の情報が出ていますので、片方の１つだけを例えば補助率を上げるとかなんとか

と言ってほかのほうで上がるということであれば、福祉政策全体としてどうなのだとい

う問題もありますので、その辺につきましては直接国を動かすというよりは今の制度の

中でいかに効率よくいろんな運営をしながら羽幌町民の負担を少しでも減らす、そうい

うような形で事業遂行をすることが一番の即効性があり、近道ではないかなと思ってお

ります。 

〇議長（村田定人君） ２番、金木直文君。 

〇２番（金木直文君） 分かりました。いろんな方法を考えながら、ぜひ行っていって

もらいたいと思います。 

 次の４項目め、５項目めもかなり具体的な提案というのか、提言になるわけですけれ

ども、紙おむつメーカーの調査によりますと日常的に紙おむつ等を使用している人の負

担、月に１万円ほどにもなる人もいるというふうな結果が出されています。とすれば、

この負担はかなりきついと私は思うのです。自治体によっては、例えば要介護度３以上

の方を限定して紙おむつの現物支給であったり、月額の上限を５，０００円と区切って、
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上限を決めて助成をしているとか、そういう自治体も幾つもあるというふうに調べまし

た。介護サービスの中で紙おむつ等の利用を盛り込むということは可能なのかどうか、

そもそもその辺からお聞きしたいと思います。 

〇議長（村田定人君） 健康支援課長、金子伸二君。 

〇健康支援課長（金子伸二君） お答えいたします。 

 現状といたしましては､そのようなおむつというものを給付するような事業というの

は介護保険事業では一応できないというふうになっております。ただ、内容によっては

検討する場合もできるというような情報もありますので、その辺はちょっと検討しなが

ら進めていければなというふうに思っております。 

〇議長（村田定人君） ２番、金木直文君。 

〇２番（金木直文君） そうですか、できない。介護サービスといってもホテルコスト

というのですか、そういった部類に分けられるということなのかどうか、ちょっとはっ

きり分かりませんけれども、にしても結構大きな都市部で、人口の大きな都市でそうい

った助成事業をやっているということはそれが介護事業と別個に、いわゆる高齢者への

福祉施策として取り組むのであれば十分可能だということで、そういう捉え方でいいの

でしょうか。 

〇議長（村田定人君） 健康支援課長、金子伸二君。 

〇健康支援課長（金子伸二君） 各自治体のやり方様々ありまして、過去に介護保険事

業の中で認められた時期もあったみたいで、その当時からやっていた場合は経過措置と

して今現状は認められて介護保険事業でやっている自治体もあるそうです。そうでない

場合は自治体単独の単費でやっている町もありますし、その辺は様々状況があるみたい

なので、その辺もちょっと調べながらいろいろ検証、検討していければなというふうに

思っております。 

〇議長（村田定人君） ２番、金木直文君。 

〇２番（金木直文君） ぜひ検討をしていただきたいと思います。 

 以前二十数年前には我が町、羽幌町でも一時助成していた時期もあったというふうに

もお聞きをしましたけれども、それが介護保険事業の中で可能だったのかどうか、それ

も具体的に分かりませんけれども、そういった状況も一応調べていただきながら、ぜひ

とも検討をお願いしたいと思います。 

 あわせて、５項目めもかなり細かい話になりますが、病院の治療代や検査代のほかに

ももしも交通費もかなりの交通費がかかるとなった場合には、私はお金がたくさんある

人は別ですけれども、年金生活でもうやっと生活しているというような人がもしもそう

いった状況になった場合には、もう受診を諦めてしまうのではないかなという心配があ

ります。いわゆる診療拒否というのか、自らそんな病院代がかかるよりも食べるものを

とかと、どこまで、いろんな状況がありますからひとえには言えませんが、そういった

低所得者に対しては、いわゆる医療については支払い限度額だとか、低額診療とか、い
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ろいろそんな制度もあるかと思いますが、交通費にはないと思うのです。 

 いろんな対象者をどのように特定するかというのが難しいという答弁にもありました

けれども、当然これは申告制というか、こちらから、町側から対象者を広く割り出して

提案、案内するのではなくて、恐らく申告をしていただいた中でどういう状況かという

のをきちんと吟味した上での対応、助成制度ということも私はできるのかなと思うので

すが、ぜひともその辺の制度、可能な方法を何とか考えていただけないのかなというと

ころがあります。これもやっぱり４月の選挙のいろんな準備をしている中で町民の方か

ら強く私言われたことなのです。４項目めと５項目めは。この町、羽幌町にずっと年を

取っても長く住み続けていきたいという人に対しては、やはりこういった温かい支援は

ぜひともしてあげて、札幌の病院に通うようになったから、もう札幌に引っ越してしま

うわというようなことにならないような施策をぜひとも羽幌町の人口を維持するといい

ますか、高齢者への、低所得者、本当に頑張ってこの羽幌で暮らしている方の高齢者を

支えるといった、そういった温かい政策ということを何とか考えていただけないのかな

ということを改めてお聞きしたいと思いますが、これ最後に町長の思いや考えお聞きし

て終わりたいと思います。 

〇議長（村田定人君） 町長、森淳君。 

〇町長（森  淳君） 私も町議会議員選挙のときに金木議員と同じことを複数の方か

らお願いされました。これは、個別に理由はそれぞれあるのだろうと思います。本当に

金木議員おっしゃるように、非常にふだんから生活が厳しい中で羽幌町の医療機関では

対応できないような疾患なり治療方法がある場合というのは、これはやっぱりどこかで

何か工夫を重ねなければいけないのではないかなというふうにも思います。ただ、今回

担当課のほうで私が聞いている限りは、大勢のスタッフの中でいろんな形で情報を集め

て、最終的に原案を持ってきて私がオーケーを出して、今日答弁させていただいたので

すが、ここでいう特定が困難という場合は、例えば羽幌でも十分診察を受けられて治療

もできるのだけれども、自分としては札幌行って受けたいとか、いろんな状況が基本的

にあると思います。金木議員は、そのとおり理解しておっしゃっているということは重

々分かるのです。 

 例えばお金がある程度、収入ある方は１０万円を超えている、医療費１０万円の中に

交通費が認められますから、超えることによってそれを税金の税額控除に使えるとか、

そういう部分もあります。いずれにしても、最終的にはやはりその理由と地元医療機関

の利用というものをいろいろ考えたときに、現時点で基準をまずつくることが非常に難

しいと。つくって、そのことによって自由診療みたいな形のものまで全部これを使って

いくということになったら、やっぱり地元の問題としては別な問題が出てくるというこ

とも、書き切れなかったのですけれども、私の責任で今発言させてもらいますけれども、

そんな要素がありますので、金木議員がおっしゃるように個別に本当に困った人を救え

るという道を、いわゆる交通費の助成という形ではなくて、ほかの福祉政策も含めて何
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らかの形でやるのが、実際に実現に向けていくのが近道ではないかなという思いを今持

っております。ただ、現実に今これをやればそういうふうにお金を回せるということに

対しては用意しておりませんでしたので、改めて担当課とそういう、ほかの福祉政策も

全部含めて本当に、言い方があれですけれども、収入が低くて困難な部分に関して救っ

ていくというのは羽幌町としては当然の義務だと思っておりますので、具体的なことに

ついてはまた改めて検討するということにしたいと思いますので、よろしくお願いいた

します。 

〇議長（村田定人君） これで２番、金木直文君の一般質問を終わります。 

 

    ◎散会の宣告 

〇議長（村田定人君） 以上で本日の議事日程は全部終了いたしました。 

 本日はこれで散会します。 

（午後 ２時０２分） 


